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豊岡市 認知症地域支援推進員活動報告

認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員：２名

２ 認知症地域支援推進員の役割

（１）普及啓発・本人発信支援 ※普及啓発を重点施策とする

（２）予防

（３）早期発見・早期対応

（４）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

（５）認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会

参加支援

報告者氏名: 中藤 佳代 林 恭子

令和７年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）



豊岡市 認知症施策全体図

豊岡市老人保健福祉計画・
第10期介護保険計画 抜粋



令和７年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

金融機関・企業等での認知症サポーター養成講座の
重点的開催

豊岡市における認知症サポーター養成講座

【積極的アプローチ実施となった理由】
近年、金融機関や小売店やスーパーから認知症の人に関する相談や
対応方法について連絡が入ることが多くなっていると感じた。

◎認知症サポーター養成講座(介護保険計画)

実施回数：30回 養成人数：600人

◎金融機関・企業等での実施(R7年度)

実施企業数：10か所

実施目標



豊岡市における認知症サポーター養成講座
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◆買い物支援ネットワーク会議にて認知症サポーター
養成講座について周知を図った。
◆行方不明等により警察からの情報提供が市内でも多
い市街地エリアの商店街に見守り等の意識を持っても
らうため、講座の開催を依頼した。
◆金融機関へ直接、認知症サポーター養成講座につい
て、説明に伺った。
◆説明の際には、認知症サポーター養成講座のみの説
明に留まらず、市が実施している認知症施策について
も説明し、協力依頼した。

企業、金融機関などを中心に実施を勧めていくため、
以下のような働きかけを実施。

※買い物支援ネットワーク会議とは、買い物支援等を実施する企業と情報交換を
行い、市・社協・企業等が連携・協働することで、買い物に困っている方へ支援
する取組みについて話し合い、検討することを目的に開催する会議。



豊岡市における認知症サポーター養成講座
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実施結果

◎認知症サポーター養成講座(介護保険計画)
目標 実施回数：30回 養成人数：600人

【全数】実施回数：22回 養成人数：703人

◎金融機関・企業等での実施数(R7年度)
目標 実施企業数：10か所

実施企業・団体数：10か所

養成人数：93人



豊岡市における認知症サポーター養成講座
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認知症サポーター実施後
アンケート結果

(金融機関・企業等)



(実施してみての感想)

金融機関や小売店、スーパー等では、すでに認知症の方への対

応が行われていることがわかった。しかしながら、認知症に対するイ

メージは依然としてネガティブなものが多い。今後は、認知症の方

を地域で暮らす一人の生活者として捉え、企業等にも認知症サ

ポーター養成講座の受講を促しながら、地域全体で支え合える環

境づくりを少しずつ進めていく。
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